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〈概要〉

　戦後 65 年を迎え、子どもも保護者も教師も
戦争を全く知らない、あるいは探求しない世代
となった。戦争を知らない世代が続くのは素晴
らしいことだが、世界の諸処ではそうではない。
そこで、今こそ小学校における平和教育の在り
方を再考する必要があると考えた。
　折しも戦時中に旧日本軍の落下傘部隊が使用
した絹製の一式落下傘が志貴小学校の郷土史料
室の戸袋から見つかった。これを奇貨として、
児童・教師が遺物収集・調査解明、そしてコン
ピュータを活用して調査結果を編集する学習プ
ログラムを構築し、平和学習に真正面から取り
組んだ。
　一連の実践では、児童の探求心・追求力・発
信力を培った。また、日露戦争遺物、太平洋戦
争遺物及び軍の検閲のない戦時写真 1055 枚を
発掘解明していったことで、地域社会を巻き込
みながら、児童は身近なこととして日本の戦争
を学び、平和について深く考え、平和の尊さを
語り継ぐ姿に成長した。

1　主題設定の理由

　2010 年、戦後 65 年を迎え、子どもも保護者
も教師も戦争を全く知らない、あるいは探求し
ない世代となった。戦争を知らない世代が続く
のは素晴らしいことだが、世界の諸処ではそう

ではない。こういう状況を鑑みるとき、小学校
における平和教育の在り方を再考する必要があ
ると考えた。
　折しも戦時中に旧日本軍の落下傘部隊が使用
した絹製の一式落下傘が志貴小学校の郷土史料
室の戸袋から見つかった。新聞記事（平成 21
年７月 23 日中日新聞社会面）にあるように太
平洋戦争を探求し平和を考える契機となり得る
稀少な史料である。また、本学区は「日本のデ
ンマーク」と呼ばれていた農業中心の地域であ
り、コミュニティーとして十分機能している。
地域の特徴を考慮し、本校の史料室から発見さ
れた旧日本軍落下傘を契機にして、地域ぐるみ
で、戦争について知り、平和について考え、平
和の尊さを語り継ぐ子どもを育てたいと考え、
本主題を設定した。
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2　研究の方法
◦　研究の仮説と手立て
　戦争について知り、平和について考え、平和
の尊さを語り継ぐ子どもを育成するために、次
のような研究仮説と手立てを考え取り組むこと
とした。

手立て① 　児童に興味関心をもたせるため、学
区に残された戦争遺物を発掘していく。

手立て②�　コンピュータを使って、戦争遺物調
査結果をまとめる発信力を育む。

手立て③�　地域へ協力を求め、地域と一体と
なって社会へ平和の尊さを語り継ぐ地
域ぐるみの活動へ発展させる。

3　研究計画

⑴　平和学習単元の設定
　平和学習単元「二十世紀からの贈り物」（資
料１）を設定し、校長自らが担任とチームティー
チングで授業実践を進め、リーダーシップを発
揮し地域へ働きかけ、戦争遺物を掘り起こすこ
とにより子どもの探究心を育成する。

仮説�　６年生の総合的な学習の時間に平和
学習「二十世紀からの贈り物」を設定
し、戦争史料について調べ、コンピュー
タを使ってその調査結果をまとめてい
く学習を展開することで、身近に戦争
を捉え平和について考え、平和の尊さ
を語り継ぐ子が育つであろう。

●資料１／総合的な学習の時間　平和学習単元構想「二十世紀からの贈り物」20時間完了

目　標
・地域の実物史料について追究し、戦争について身近な出来事であることを学ぶ。
・平和の尊さについて考え、戦争遺物から学んだことを語り継ぐ。

段階 テーマ・時数 学習内容
戦
争
を
知
る
段
階

平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ
段
階

⇩

⇩

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
段
階

○旧日本軍一式「落下傘」発見　
○「落下傘」の解明をしよう
　グループ学習　個人追求
　夏休みの学習〈２〉
　　→手立て①

○戦争史料を収集しよう〈２〉
　　→手立て①、③

○戦争史料について詳しく調べよう〈２〉　

○ 戦争史料の調査からわかったことや考えたこと
を話し合おう〈１〉

○平和について考えよう〈１〉

○戦争史料の調査をまとめよう。〈10〉
○平和の尊さを伝えよう〈２〉
　　→手立て②、③

◎　落下傘を実際に見て触れる。
◎　 落下傘の大きさ・重さ・使い方・関係者など

謎の解明をする。
◎　志貴小学校に寄贈されたいきさつを知る。
◎　日本に残っている落下傘を調べる。
◎　落下傘の製図を作成する。

◎積極的に戦争遺物を収集し、調査する。
◎地域を対象に、広く実物史料の収集をする。

◎ 実物史料について、専門の先生や資料から詳し
く調べる。

◎実物史料について、調べたことを発表する。
◎ 戦争の悲惨さや平和の尊さについて考え、話し

合う。

◎ 実物史料について、調べたことをまとめる。戦
争の悲惨さや平和の尊さについてまとめる。

「二十世紀からのメッセージ」を配布する。
◎ 情報発信に対する周囲の反応をもとに、平和の

尊さを社会に語り継ぐ。
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⑵　検証方法
① 　児童観察・ノートの記録・アンケートによ

り、児童の変容を分析する。
② 　メディアの報道内容から、本実践について

分析する。

４　研究実践内容

⑴　戦争を知る段階～一式落下傘の解明～
①�　一式落下傘の調査―大きさ・作り方を調べ
て製図を作成

　６年生の児童は体育館に一式落下傘を広げ大
きさや重さを測った（上写真）。広げた大きさ
は半径 5.6 ｍ、重さは 3.65kg であった。大きさ
と軽さに児童たちは驚いた。次に各箇所を写真
に収めた。また、この記録をもとに児童Ａが中
心となって落下傘の図面や調査結果を仕上げた。
名古屋テレビ・ＮＨＫテレビ・テレビ愛知、中
日新聞・読売新聞・毎日新聞・時事通信・安城ホー

ムニュースがこの模様を取材し、ニュースで報
道した。さらに児童Ａは８月 19 日、一式落下
傘の調査のため、東京の靖国神社遊就館の白石
博司氏を訪ね、当時の落下傘に関わる日本軍極
秘文章のコピー、図面を手に入れてきた。その
図面は、児童が作成した図面とほぼ同じだった。

②　なぜ志貴小学校に落下傘があったのか
　児童たちは地域の人々に聞き取り調査をし、
落下傘部隊に所属していた尾崎町に住んでいた
鈴木博夫さんが持ち帰った物であることをレ
ポート（資料２）のように追究した。しかし、
携行袋に書かれている「天雷特攻隊」の意味は
わからなかった。

③　天雷特攻隊とは
　靖国神社遊就館の白石博司さんから 10 月に
児童Ａに手紙が届いた。児童Ａの熱心な調査ぶ
りを賞賛するとともに「天雷特攻隊」の資料が
添付されていた。

●資料２

　鈴木博夫さんが昭和 16 年に千葉習志野
陸軍航空隊に入隊し、落下傘部隊所属と
なった。部隊では、落下傘がうまく開かな
かったり、落下傘の紐が体に引っ掛かって
開かなかったりで落下死亡事故は絶えな
かった。その後、博夫さんは宮崎県に移動
し出陣の予定となったが、落下傘演習で大
きな怪我をして一時期軍事病院に入院した。
この時、子どもだった従妹の鈴木真智子さ
んが母親と見舞いに行った。直後、終戦と
なり落下傘２本を持ち帰り、１本を小学校
へ寄贈した。本人は平成 13 年に 80 歳で亡
くなった。

●中日新聞（平成21年8月12日）

 　戦争末期の昭和二十年六月末に海軍計画
の対サイパン作戦「剣作戦」が敵の空襲に
より予定飛行機の大半を撃破され実行でき
ませんでした。

手紙文より
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⑵　平和について考える段階
①　日露戦争資料発掘
　落下傘の調査を進めていると、児童Ｂが日露
戦争中に陸軍二等看護長だった小森政治さん

（三重県三重郡出身）が当時の清国で病死（戦
死）した時の多数の資料をもってきた。小森政
治さんは児童Ｂの親戚に当たる方で、遺族が三
重県にある 200 年続いた蔵内を整理して、そこ
にあった遺物を学習に生かしてほしいと提供し

たものである（左下　平成 21 年 12 月９日毎日
新聞）。早速子どもたちは史料を一つずつ丁寧
に調べ、デジタルカメラに収め、コンピュータ
を駆使してまとめていった。そして調べた結果
を発表し合った（上写真・下授業記録）。

児童Ｄ： 銀でできたバッチを調査した。命
と引き換えに銀はいをもらっても
家族はうれしくないと思う。

児童Ｅ： 明治 37、38 年日露戦役従軍と彫
られた赤十字社のメダルです。赤
十字社から送られた物。これも銀
でできています。家族は 105 年
たった今も悲惨な気持ちで、これ
を見るたびに戦いに行った親戚の
ことを思っている。戦死してから
子どもが生まれたと遺族から聞
きました。どんなに悲しいことか
思っただけでも辛いことだ。

児童Ｂ： 満州軍総司令官大山巌からの贈呈
品。日露戦争はよそのことのよう
に思っていたけど、実際に見ると
実感がわいた。100 年たってもこ
んなに多くの物がこんなに大切に
されている。

●毎日新聞（平成21年12月９日）

 　そこで、８月下旬に「陸軍空挺部隊園田
直大尉以下約三百名」を加えて実行するこ
ととなり、「天雷特攻作戦」と命名して準備
しているうちに終戦となった「未発の特攻
作戦」です。落下傘を寄贈された方は、この
園田空挺部の隊員であったと考えられます。
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　この調査と話し合いから児童は戦後 100 年
経っても家族の平和は崩れたままであり、心の
平和はないことを考えさせられた。

②　検閲されていない戦時写真 1055 枚を発掘
　12 月になって、学区に住む中根さんから平
和学習に役立ててほしいとアルバム７冊に整理
された 594 枚と未整理の 461 枚、計 1055 枚の
戦時中写真が学校へ寄贈された。
　軍の検閲を受けていない写真は平和を考える
最善の史料と考えた。児童に感心のある写真を

選択させて、アルバムにあるタイトルを抜書き
させた。そして、インターネットで調べさせ、
自分の考えをコメントさせる形でコンピュータ

昭和７年４月日露戦争地を「妙
高」で巡洋した時、大連で寄
港し女子学生を招待した。

昭和８年４月 10 日満州国建設
直後のハルビン駅ヨーロッパ風
の建物。にぎやかではない。

溥義がハルビン駅前に掲げた
執政宣言。

臨時海軍防備隊特設砲艦「広
寧」。アムール河を日本が防備
していた。

ハルビンにある臨時海軍防備
隊兵舎。新京に本部があった
とされる。

旧満州国のケシ畑。旧満州国の
重要な収入源であり、ケシから
採集されるアヘンは軍人の麻酔
としても多く使用された。

「匪賊」、匪賊ってなんだろう。
アルバムには写真はないが「さ
らし首」というタイトルが３
個ある。

匪賊狩りから得た戦利品。大
きさが分からない。これで戦
うのは無理。

満州鉄道のハルビン鉄橋工事場
を撮った。爆破事件で問題になっ
た満州鉄道。大きくて広い。

上海特別陸戦隊の市街戦状況。
戦争しているところを写真に
撮るのは難しい。

上海事変当時に活躍したタン
ク。ねじがよく外れて壊れた
という。

兵士がこの中に入って射撃す
るトーチカ。

上海市政府の建物　　
戦争のため壊れた砲弾の跡が
たくさんある。

爆弾三勇士の墓標爆弾を抱え
て南京に攻め入った兵士の墓。

占領した建物に立て札を立て
ていたことが分かる。家屋占
領部隊・日時、戦死者負傷者
の氏名が記されている。

人気歌手小唄「勝太郎」さん
が上海で旧日本軍兵士とツー
ショット。
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を使ってまとめさせた。
　まとまりのある写真で日本の史実を秘めてい
ると思われたので、軍事評論家ハルビン社会科
学院名誉研究員辻田文雄氏に鑑定を依頼した。
　この写真の調査については、鑑定の結果を踏
まえ、次の新聞記事のように報道された。

　児童も教員も保護者・地域・社会もこの大き
な報道に驚いた。改めて遺物の語る知られざる
日本の戦争と平和の重みを考えさせられた。

⑶�　平和の尊さを語り継ぐ段階―「二十世紀か
らのメッセージ」の完成・発刊

　戦争遺物調査結果や平和についての考えを記
述した児童のレポートを学習成果として編集し
た（写真）。平成 22 年１月 28 日、Ａ４版 70 ペー
ジにわたるカラー仕上げ『「二十世紀からのメッ
セージ」』が完成した。９月から５ヶ月間にわ
たり小学６年生がコンピュータを使ってまとめ
作り上げた意義は大きい。「二十世紀からのメッ
セージ」と題した 75 点の初公開遺物調査と延
べ 31 人の戦争体験から得た平和の尊さをまと
めた大作となった。

●中日新聞　特報　全版（平成22年１月26日）

学　習　前 学　習　後

戦争を体験して
みたい

戦争の実物について調べたり体験した人に話を聞いたり、最初は戦争史料
がこんなに多く残っているなんてすごいと思った。でも調べていくうちに
一つ一つの悲しさが伝わってきて自分も悲しくなった。みんなで話し合う
勉強で、いろいろ考えてどんどん戦争の罪がわかっていった。戦争は人の
心や命をめちゃくちゃにする。世界中で平和条約をつくってどの国も戦争
をやめさせたい。

戦争はかっこいい
体験談を聞いて涙が出てきた。身近に多くの人があっという間に亡くなっ
たことがわかった。戦争はやってはいけないことだとわかった。

戦争をしてもよい
戦争の史料を調べて戦争の残酷さがわかった。多くの史料が出てきたのも
驚いた。罪のない人が殺される戦争は、絶対反対する。

戦争は自分に
関係ない

社会科の教科書で勉強したときは外国のことのように思ったけれど、実物
史料で勉強して本当の出来事と実感した。食べ物も服も勉強も心も命もな
くなるのが戦争。平和な日本をつくっていきたい。
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5　研究の考察と成果

◦　仮説の検証
①�　児童のノート・レポートの記述、観察から
の考察

　児童一人一人の学びについて、ノートから学
習前と学習後にまとめた。
　どの児童も戦時についてよく調べ、よく考え
た平和の大切さを認識した姿がうかがわれる。
　児童Ａは靖国神社遊就館を訪ね、落下傘につ
いて質の高い調査をした。また、レポートに次
のように平和について考えを記している。

　学習後の全児童のまとめや児童Ａの記述・行
動から平和学習「二十世紀からの贈り物」を設
定し、学区に残された戦争遺物を発掘し実物史
料を調べたことで様々な驚きを誘発したといえ
る。それを契機として戦争について考え発表し
合うことで、日常生活レベルで戦争を捉え平和

の尊さについて深く考えるようになっていった。

②�　コンピュータの活用アンケートから考察する
　コンピュータを使って調査結果をまとめるこ
とについてアンケートした（資料３）。学習前
の７月と比べ１月におけるコンピュータ活用に
ついて、「デジカメ写真が上手に取れる」「写真
挿入ができる」「文字が多く早く打てる」「文字
の拡大ができる」といった技能の向上に自信を
もった児童が激増したことがわかる。これは、
自分たちの学びを積み重ねコンピュータ技術で
より鮮明にはっきりとまとめることができ、児
童の納得のいくレポートになっていった成果を
示している。また、実物史料をデジカメで視点
を絞って捉え、コンピュータを駆使して「二十
世紀からのメッセージ」を完成させることによ
り児童の表現力が育成され、遠い過去だった戦
争をありありと伝播し活字で平和の大切さを語
り継ぐことができた。

③�　メディアの報道内容からの考察
　本実践について、メディアによる報道は新聞
記事 13 回（社会面・全面特集を含む）、ＴＶ６
回に及んだ。新聞社の取材に応じた児童Ａは「戦
争を身近に感じ平和の大切さがわかった。落下
傘についていろいろな人に知ってもらいたい。」
と答えた。全児童がメディアに平和の大切さを
自分の言葉で語り継いだ。
　新聞記事は「戦争を実感　資料 470 点・・・
相次ぐ寄贈の背景には住民と学校のつながりの
強さが感じられる」と地域へ働きかける平和教
育の重要性を語る。
　これら夥しい寄贈は学校が家庭・地域ばかり
でなく社会へ働きかけた連携の賜物といえる。
その結果多くの反響をいただいた実践であり、
児童・保護者だけに終わらず地域や遊就館・日
本赤十字社・大学といった社会を巻き込んだ小
学校における斬新的な平和教育となった。
　手立て①②③により、仮説の検証ができたと
いえよう。

　戦争は昔のことだから考えなくていいと
思っていたが、インドネシアパレンバンに
あった世界最大級の製油基地を奇襲占領し
た落下傘部隊に鈴木さんがいたとは驚いた。
たくさんの人の命がなくなった大変な戦争
に行き、大きな怪我をした。生きて落下傘
をもち帰り僕たちに残し、平和の大切さを
残したかったのだと思う。
　わからないことを一つ調べると二つわか
り、一人に聞くと二人が話してくれた。多
くの人が協力をしてくれて、調べる楽しさ
を体験した。
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６年全児童 27人

●資料３／コンピューターを使った表現力について
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6　研究の課題

　私は、かつて総合的な学習の時間で中学生と
戦争体験談２冊を発刊してきた。当時は地域に
まで視野を広げていくという問題意識が薄かっ
たため、戦争遺物をほとんど発掘することがで
きなかった。
　今、日本の平和問題について、アメリカと沖
縄県普天間移設が問題となっている。また、世
界に目を向けると、諸所で内紛や地域紛争につ
いてＴⅤ映像でも市井の生活がいかに壊滅的に
破壊されているかを報道はしているが、他人事
として扱われているような気がしてならない。
　今私たちが真摯に捉えるべき問題は、決して
風化することのないよう、日本の戦争遺物を掘
り起こし、その苦しみや凄惨さは今の今も世界
で生じていることを改めて認識させ、その解決
策を探っていくということにまで、地域ぐるみ
で発展させていく平和教育が必要であると考え
る。私自身地域の一員として、今後も平和を語
り継ぐ教師でありたい。

●中日新聞（平成22年７月10日）

●中日新聞（平成22年１月20日）


